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点  名 Ｘ座標 Ｙ座標
BP -119250.766 -48898.147
NO.1 -119267.501 -48887.195
BC.1 -119273.555 -48883.233
SP.1 -119278.973 -48876.941
NO.2 -119280.193 -48872.781
EC.1 -119280.214 -48868.731
BC.2 -119278.621 -48856.589
NO.3 -119277.697 -48853.024
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曲          線          表
IP IP間方向角 IA R TL SL CL IP間距離 X座標 Y座標
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設
計

土
か

ぶ
り
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投
影
)

T.
P.
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m
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m
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.5
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.5
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終
点
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点
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投
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3/35

11
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50/11

50/7

50/7

50/6

0.00

4.80

8.00
8.60

12.00

想定支持層線
耐震上の基盤面

1000 1000

地盤改良範囲

0
.
5

▽69.374(BOX上)▽69.174

▽68.295
▽68.493

補
強
土
壁
想
定
線

区
間
4

5.47

7
9
3
0

地盤改良工
(中層混合処理)

A・KBM.1-1
H=59.490m

佐志IC跨道橋背面 ボックスカルバート
［NO.286+4.5］全体一般図(3-1)

実施設計図

1工区

ボックスカルバート工

L=6.0ｍ

基礎コンクリート 基礎コンクリート 基礎コンクリート

L= 10.0mL=10.5 m L=10.5 m

2工区 3工区1工区

ボックスカルバート工

2工区

ボックスカルバート工

1工区

L=11.0ｍ L=13.0ｍ

ボックスカルバート工
3工区

L= 7.0ｍ
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地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

終点側 補強土壁平面図
(全面補強土壁)

佐志IC跨道橋背面 ボックスカルバート［NO.286+4.5］
全体一般図(3-3)

(A1)S=1:150,(A3)S=1:300

DL=55.00

2480 20280 20280 3040
N
O
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2
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▽56.836
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40775

10005 1000010
目地

10
目地

10075

5305
調整コンクリート

40 5265 30080 20

9
5
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50

防護柵基礎(H520タイプ) L=46.0m
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30100
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.
0

11001000 4500

6600
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ジオグリッド(アデム)

水平排水材(EF-3)

グリッドベルト

天端排水材

DL=55.00
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alm

7495

23750

624510
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10

目地
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965

ジオグリッド開き部

区 間 長

検討壁高

基 礎 工
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5
4
4
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5
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O
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2
8
5
+
1
7
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5
5
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▽59.631
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▽64.466

▽68.323
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笠コンクリート
(A=15.9m2)

▽69.378

N
O
.
2
8
5
+
1
7
.
5
5

終点側補強土壁
A-A断面

4600

佐志IC跨道橋 A1R逆T式擁壁
（T型ブロック擁壁）

+
1
2
.
8
0

No288

NO286

NO287

広瀬道路中心線

重
力
式
擁
壁

96
5

計画路面高

防護柵基礎
H520タイプ 笠コンクリート

(A=27.8m2)▽68.540▽69.280

重力式擁壁

▽57.900

▽67.791▽67.880

終点側 補強土壁

区間3
5305 区間4

10675

区間5
30100

46080

(A1)S=1:150,(A3)S=1:300

終点側 翼壁展開図
(全面補強土壁)

24
71
5

70795

▽58.200

▽57.300

▽58.200

現況地盤高

( NO.287 )

（T型ブロック擁壁）

10625

基礎工

側溝底面線

（T型ブロック擁壁）
佐志IC跨道橋 A1R逆T式擁壁70795終点側 補強土壁

2
0
03
0
8

▽57.300

▽63.60

▽63.41

佐志IC跨道橋背面 ボックスカルバート
［NO.286+4.5］全体一般図(3-3)

調整コンクリート
t190×B500
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実施設計図
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地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

(A1)S=1:50,(A3)S=1:100

佐志IC背面BOX［NO.286+4.5］
函渠構造図(2-1)

佐志IC跨道橋背面 ボックスカルバート［NO.286+4.5］
函渠構造図(2-1)

※緊張作業終了後、無収縮モルタル充填

19

9
0

90

PC鋼棒φ17 L=30×960

▽58.954

▽58.154

▽58.799

▽57.999

4
8
0
1

5
0
1
2

5
7
6
2

5
9
7
4

DL=55.000

シート防水
幅250mm

No
.3
+1
1.
50

(B
OX
起
点
)

NO
.5
+2
.5
0

(B
OX
終
点
)

平面割付図

縦断割付図

31×1000=31000

組立式ボックスカルバート縦締工 3500×4900 L=31000

シート防水
幅250mm

縦締工 L=30×1000=30000

31×1000=31000

組立式ボックスカルバート縦締工 3500×4900 L=31000

0.50%

緊張状態図 部品詳細図

シース テンションバー

センターホールジャッキPCナット
緊張後 締付け

PCナット

アンカープレート
アンカープレート

アンカープレート(GH)
φ17用

PCナット
φ17用

(A1)S=1:50,(A3)S=1:100

(A1)S=1:50,(A3)S=1:100

設計条件

(T荷重)

鉛直土圧係数

静止土圧係数

土の単位体積重量

活荷重

Ko=0.5

T-25

γs=19.00kN/m3

耐震設計 レベル1,2地震動

最大土被り 5.97ｍ

α=1.2

標準断面図
(組立式ボックスカルバート 3500×4900)

(A1)S=1:50,(A3)S=1:100

550 3500 550

4600

2
5
0 2
0 6
0
0

1
4
9
0

2
0

1
8
8
0

2
0

1
4
9
0

5
0
0

4
9
0
0

6
0
0
0

300

3
0
0

300

3
0
0

100 4600 100

4800

シート防水
幅250mm

上部部材:10,070kg/m

側壁部材:2,590kg/m

側壁部材:2,590kg/m

土木用シーリング(目地A)
L=16.10m/ヶ所

土木用シーリング(目地B)
L=31.00m/ヶ所

下部部材:11,220kg/m

D25用-6本/m
(8UX)

D29用-6本/m
(9UX)

機械式継手

継手用充填モルタル

土木用シーリング(目地B)
L=16.60m/ヶ所

D25用-6本/m
(8UX)

D29用-6本/m
(9UX)

機械式継手

継手用充填モルタル

敷モルタル
1:3

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

定規材
H100×100

規    格

ボックスカルバート工　数量表
数  量 単位 摘   要計      算      式

１式当り

種    別

基礎コンクリート σck=18N/mm2

m2基礎型枠 小型構造物

m定規材(H形鋼) 100×100

1:3 m3敷モルタル

m3

基

基ボックスカルバート
3500×4900
(組立式)

基

m
土木用シーリング

目地A

m目地B

シート防水 幅250mm

15.50=15.500

62.00

2.850.02×4.60×31.00

=37.200 37.20

0.25×31.00×2

0.25×4.80×31.00

=2.852

31.00×2 =62.00

31.00上部部材(製品重量 10,070kg/基)

31.00下部部材(製品重量 11,220kg/基)

62.00側壁部材(製品重量 2,590kg/基)

483.0016.10×30 =483.00

0.25×4.80×10.50 =12.60 12.60

=21.0010.50×2 21.00

16.60×30+31.00×2×4 =746.00 746.00

規    格

縦締工　数量表
数  量 単位 摘   要計      算      式

１式当り

種    別

PCナット φ17用

mPC鋼棒φ17 B種1号

φ17用 枚アンカープレート

個

※緊張力 P=140.00kN

袋グラウト(接合部) SSモルタル 函渠構造図(2/2) 上下接合部数量より

622.00
A=622.00×0.25=155.50m2

=622.00
(4.60+6.00×2)×30+31.00×4

m

115.20=115.20

240.008×30

=240.00 240.00

0.96×4×30

8×30

=240.00

287.00

0.25×（10.5×2＋4.8) =6.45 6.45

7.00

7.00

14.00

16.10×7 =112.7 112.7

16.60×7+7.0×2×4 =172.2 172.2

(4.60+6.00×2)×7+7.0×4
=144.2 144.2

A=144.2×0.25=36.05m2

0.96×4×7

8×7

8×7

=26.88 26.88

=56.00 56.00

=56.00 56.00

64.3

0.02×4.60×7.0 =0.644 0.64

実施設計図

基礎コンクリート　L=10.5m 基礎コンクリート　L=10.0m
R8-1工区 R8-2工区

基礎コンクリート　L=10.5m
R8-3工区

ボックスカルバート工
R8-3工区

ボックスカルバート工
R8-2工区

ボックスカルバート工
R8-1工区

L=11.0 ｍ L=13.0 ｍ L=7.0 ｍ
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地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

－

佐志IC背面BOX［NO.286+4.5］
函渠構造図(2-2)

佐志IC跨道橋背面 ボックスカルバート［NO.286+4.5］
函渠構造図(2-2)

側
壁
厚 製

品
長

(内側)

側壁厚

(外側) (内側)

(外側)

※注入口・排出口の向きは変わる場合があります。

ストッパー付きゴム栓を使用

グラウトバブル付注入ノズルを使用
接合1箇所当り、1個使用。製品1組当り4個使用。

接合1箇所当り、23個使用。製品1組当り92個使用。

組立式ボックスカルバート
上下接合部数量

接合部詳細図

1
0
1
0

2
0

50

スプライススリーブ
スーパーUX

張出し鉄筋
片側6本/組(両側12本/組)

粗面仕上げ

スプライススリーブ
スーパーUX

張出し鉄筋
片側6本/組(両側12本/組)

排出口

注入口 排出口

注入口

スプライススリーブ
スーパーUX

排出口

注入口

接合面体積:0.0335m3/1組当り

1.スプライススリーブ本数
側壁内側

１式当り

項　　目

7443500×4900×1000

合　　計

※スプライススリーブ及び張出し鉄筋は、ボックスカルバート本体価格に含む。

函体数
(組)

側壁外側
備　　考

径 本 径 本

D29用31.00 D25用 744 1組当り:24本(両側壁)

2.スプライススリーブに充填するグラウト量
1袋当り目安量

(本/袋)

１式当り

項　　目

D25用

合　　計

径別本数
(本)

数　　量
(袋)

備　　考

58744 13 SSモルタル:1袋15kg

D29用 744 7510

133

3.接合面に充填するグラウト量
②体積
(m3/組)

１式当り

項　　目

3500×4900×1000

合　　計

①函体数
(組)

備　　考

SSモルタル
　:1袋当り0.00714m3

ロス率5%

※①×②=③

0.0335

③数量
(m3)

数量
(袋)

4.接合部に充填するグラウト総量(袋) １式当り

項　　目

スプライススリーブに充填するグラウト量

総　合　計

数　　量
(袋)

備　　考

接合面に充填するグラウト量

5.スプライススリーブ付属品
②1函体当り

(個)

１式当り

項　　目

グラウトバルブ付注入ノズル

①函体数
(組)

備　　考

ストッパー付きゴム栓

※①×②=③

③数量
(個)

74431.00 744

1488

31.00

31.00

1.039 146

0.052

1.090

8

154

133

154

287

31.00 4 124

285231.00 92

7.00

7.00

168

168

168

168

168

168

336

12.9

16.8

29.7

7.00

7.00

0.235 32.9

0.012

0.247

1.7

34.6

29.7

34.6

64.3

7.00

7.00

28

644

実施設計図
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地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

(A1)S=1:200,(A3)S=1:400

地盤改良工平面図

改良諸元

項　目 採用値 備　考

改良率：ap 100.0%
スラリー噴射方式
バックホウ混合

函渠最大地盤反力度：W 245.9kN/m2

設計基準強度：quck 750kN/m2

室内試験強度：qul 1500kN/m2 245.9≒250×3×2

245.9≒250×3

【凡 例】

改良深度(m) 施工基面
設計基準強度

(kN/m2)

6.80～7.93 ▽57.13～57.28 750

8.50 ▽57.85

位 置

函 渠

逆T型擁壁

9.30 ▽58.400 1080
A1左側補強土壁

区間4

360

地盤改良工平面図
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NO.5

NO.5+2.50

EC.3

IP.3

BC.3

DT-3

No
.0

R=200

N
o
.1

No
. 3

N
o
.
2

N
o.

4

N
o.

3

A=
36

R=200

N
o
.
2

No
.4

+1
4.
00

+1
3.

00

+3
.6
0

NO
.3

+1
.2
3

NO
.4

NO
.2

NO
.5

BC
.2

+3
.6
0

EC
.1

+5
.9

+
9
.5

+3
.0

+1
7.

0

R=5
0

NO
.28

5+8
.3
0

+
3.

12

NO
.6

SP
.2

A=
36

No
.5

N
O
.
2
8
4

▽58.64
(横断図より)

地盤改良
(中層混合処理工)

A1右側逆T式擁壁部

区
間

1
～

区
間

3

地
盤

改
良

(
中

層
混

合
処

理
工

)

A
1
左

側
補

強
土

壁

区間1～区間3
地盤改良

(中層混合処理工)

A1左側補強土壁

A1

至 さつま広瀬IC

4600

NO286

NO287

補強土壁想定線

30
°

7.
76

0.5

アーチカルバートや補強土壁が
近接しており、施工の際は注意すること。

民地境界が迫っているため、
施工にあたっては、注意すること。

1.0
0

7.50～7.56 ▽57.90 1080
終点側
補強土壁部1

1.
1
1

5.7
0

安定処理工
(バックホウ混合)

安定処理工
(バックホウ混合)

1.00

4.
70

1.00

1.00

4.60

1.00 6.60

6
.
6
0

1.3
0

1.
00

9.
69

4.
80

6.
1
7

1.
00

5.003.
95

7.10

5
.
6
0

5.24

7.20

33
.0
0

16
.5
1

1.
00

23
.7
0

1.
00

2.
23

6.40～7.30 ▽57.30,58.20 1140
終点側
補強土壁部2

安定処理工
(バックホウ混合)

終点側_補強土壁部2
地盤改良

(中層混合処理工)

終
点
側
_補

強
土
壁
部
1

地
盤
改
良

(中
層
混
合
処
理
工
)

地盤改良

(中
層混合処理工)逆T型

擁壁部

区間4
地盤改良

(中層混合処理工)

A1左側補強土壁

安定処理工(バックホウ混合)

(A1)S=1:200,(A3)S=1:400

標準断面図

1000 1000

6
8
0
0

1000 4600 1000

6600

施工基面

改
良

深
度

(A1)S=1:200,(A3)S=1:400

8.60～9.80 ▽58.400 850
A1左側補強土壁

区間1～3

7
.
1
7

9.50 ▽56.836 840
A1右側

逆T式擁壁部

13100

13200

8
5
0
0

58.28

57.91

57.68

57.45

57.23

57.70

56.70

桝天58.80 58.15

58.55

58.45

58.17
58.68

58.27

58.23

58.62

58.20

58.07

57.64

57.83

57.43

59.13

58.76

57.45

58.25

57.72

58.71

57.76

57.66

57.41

57.44

57.46

57.4657.46

57.24
57.73

57.75

59.19 59.16

59.23

58.86

58.82

58.74

58.13

57.76

57.76

58.40

実施設計図

1工区

89,011

2工区

2工区

2工区

3工区

3工区

3工区
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地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

地盤改良工詳細図(5-4)
(A1)S=1:150,(A3)S=1:300

終点側 翼壁平面図
(全面補強土壁)

EP

NO.5+12.50

NO.6

NO.5
NO.5+2.50

IP.3

(A1)S=1:150,(A3)S=1:300

1
:
0
.
0

11001000 4500

6600

1:0.5

7
3
0
0 DL=55.00

2480 20280 20280 3040

N
O
.
2
8
6

N
O
.
2
8
7

N
O
.
2
8
8

N
O
.
2
8
8
+
3
.
0
0

Si2

alg

b
alm

46080

▽58.336

▽56.836

DL=55.00

895
1590 1020 1600 7590

24715

Ngf-m(=Ng4)

WNgf-m

W2-Si(=Si2)

b

Ng4

Si2

alg

b

2300

N
O
.
2
8
5
+
1
6
.
5
4

(
θ

=
1
8
9
°

)

N
O
.
2
8
5
+
9
.
1
0

8560

N
O
.
2
8
5
+
1
2
.
8
0

195

alm

965

N
O
.
2
8
5
+
1
7
.
5
5

N
O
.
2
8
5
+
1
7
.
5
5

終点側補強土壁
A-A断面

4600

+
1
2
.
8
0

No288

NO286

NO287

広瀬道路中心線

▽57.900

終点側 翼壁展開図
(全面補強土壁)

▽58.200

▽57.300

▽58.200

( NO.287 )

（T型ブロック擁壁）

（T型ブロック擁壁）
佐志IC跨道橋 A1R逆T式擁壁70795終点側 補強土壁

▽57.300

地盤改良
(函渠部)

地盤改良
(補強土壁部)

地盤改良
(補強土壁部)

地盤改良
(補強土壁部)

7
5
0
0

7
5
6
0

6
9
6
0 ags

asm

B

W1-Si

W-Tb

Ngf-m

WNgf-m

安定処理工
(バックホウ混合)

地盤改良
(補強土壁部)

▽50.40
▽50.34 ▽50.34

▽50.90 ▽50.90

6
4
0
0

7
3
0
0

安定処理工
(バックホウ混合)

中層混合処理工
A1右側逆T式擁壁部

b

alm

alg

Si2

Ng4

地盤改良
(補強土壁部)

A

A

500

規    格

地盤改良工(終点側_補強土壁部)　数量表
数  量 単位 摘   要

１式当り

種    別

m214.2=14.19

3.3

m3=556.82 556.8

(3.50+10.69)×1.00

(10.70+10.13)/2×7.10
×(7.50+7.56)/2

m2=3.33(2.23+1.10)×1.00

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)

5m<L≦8m m3=692.25 692.313.00×7.10×7.50

m217.5

7

2

6

1

合計

計      算      式位 置

m33038.5合計

安定処理工

【凡 例】

改良深度(m) 施工基面
設計基準強度

(kN/m2)
位 置

7.50 ▽57.900 1080

7.50～7.56 ▽57.900 1080

6.40～6.96 ▽57.300 1140終点側
補強土壁部2

安定処理工(バックホウ混合)

安定処理工
(バックホウ混合)
設計基準強度quck=1140kN/m2

終点側_補強土壁部2
地盤改良

(中層混合処理工)

終
点
側
_補

強
土
壁
部
1

地
盤
改
良

(中
層
混
合
処
理
工
)

9
3
0 6
6
0
0

8720
10650

7
1
7
0

1300

地盤改良
(中層混合処理工)

A1右側逆T式擁壁部

安定処理工
(バックホウ混合)
設計基準強度quck=1080kN/m2

6
8
0
0

6180
6700

1490
8700

7100

23
70
0

39
50

10
00

10
00

地盤改良
(補強土壁部)

13000

13
00
0

10
70
0

5000

10
00

1000
1100 3500

1000

10
69
0

11520

11
40

安定処理工
(バックホウ混合)
設計基準強度quck=1140kN/m2

地盤改良
(補強土壁部)

13
00
0

10
13
0

7100

10130 1440

1

1

2

2

3

3

4

4

10190

5

5

1340

m3=161.28 161.3((3.95+3.55)/2×5.00
+(1.32+1.14)/2×2.10)×7.56

3

m3
=356.23 356.2((6.18+10.19)/2×6.60-1.49×0.93/2)

×(6.40+6.96)/2
4

m3

=1271.85

1271.9(((6.70+6.80)/2+(10.65+10.90)/2
+(8.72+11.52)/2)×6.60
-(6.80+10.90)×0.93/2)×7.30

5

終点側
補強土壁部1

位 置

7.56 ▽57.900 1080

2

1

3

13
20
22
30

35
50

1
6
0

7
6
0

10680

10680

6
6
0
0

6800
10900

安定処理工
(バックホウ混合)

6

6 7

7

10680 28760

1
3
6
0

7.30 ▽58.200 11405

4

▽50.40
▽50.90

8

8

8

m212.7=12.687.17×1.30×1.368

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=1140kN/m2

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=1080kN/m2

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=1080kN/m2

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=1140kN/m2

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=1140kN/m2

バックホウ
混合
(1m以下)

バックホウ混合
(1m超2m以下)

室内試験強度
(kN/m2)

2160

2160

2160

2280

2280

セメント
(高炉B) 

改良材
※砂質土
1,2,3)140kg/m3
4,5)150kg/m3

セメント
(高炉B) 

t=3.439 3.44(3.33×0.76+14.19×0.16+12.68×1.36)
×150/1000×1.04

固化材
※砂質土
150kg/m3
ロス率+0.04

H=0.76m

H=0.16m

H=1.36m

5

7
5
0
0

※施工時に支持地盤の調査を行い、必要地耐力が確保されているか確認すること。 

※100×(3.33×0.76+14.19×0.16)/17.5
　×150/1000×1.04

t/100m2
4.28=4.28

6･7

8 ※100×1.36×150/1000×1.04 21.22=21.22 t/100m2

1,2,3 (692.3+556.8+161.3)×140/1000 =176.46

(356.2+1271.9)×150/10004，5 =244.22

176.46

244.22

t

地盤改良工詳細図(5-4)

※中層混合処理工法：パワーブレンダー工法を想定
※改良材・固化剤の添架量は、一般的な資料を基に算出した添架量である。
　施工時は、実際に改良する土資料の試験を行い決定すること。

実施設計図
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地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

19381936 2000 1369 2000 2430

▽58.336

▽56.836

▽67.449
▽67.791

49

20Ｔ型ブロック擁壁　L=11727

No
.2
88
+3
.0
00

No
.2
88
+1
4.
56
5

A1
橋
台

No
.2
88
+8
.7
14

(折
れ
点
)

5879 5848

5

1
0
0
0

6
5
0
0

1
0
0
0

8
5
0
0

ags

asm

B

W1-Si

W-Tb

Ngf-m

WNgf-m

(A1)S=1:100,(A3)S=1:200

地盤改良工詳細図(5-5)

地盤改良工詳細図(5-5)
(A1)S=1:100,(A3)S=1:200

【凡 例】

改良深度(m) 施工基面
設計基準強度

(kN/m2)

9.50 ▽56.836

位 置

840

規    格

地盤改良工(佐志IC跨道橋 A1右側逆T式擁壁部)　数量表
数  量 単位 摘   要

１式当り

種    別

中層混合処理工
(スラリー噴射方式) 8m<L≦10m m3=1061.86 1061.9(13.10+13.20)/2×8.50×9.501

計      算      式位 置

※中層混合処理工法：パワーブレンダー工法を想定
※改良材の添架量は、一般的な資料を基に算出した添架量である。
　施工時は、実際に改良する土資料の試験を行い決定すること。

セメント
(高炉B) 

t=123.82 123.81061.9×110×(1+0.06)/1000改良材
※砂質土
110kg/m3
ロス率+0.06

室内試験強度
(kN/m2)

1680
A1右側

逆T式擁壁部

DL=55.00

A1右側逆T式擁壁部 展開図

A1右側逆T式擁壁部 平面図

9
5
0
0

13100

13200

8
5
0
0

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=840kN/m2

中層混合処理工
(スラリー噴射方式)
設計基準強度quck=840kN/m2

地盤改良
(A1右側逆T式擁壁部)

▽47.30

地盤改良
(A1右側逆T式擁壁部)

DL=55.00

1300

A1右側逆T式擁壁

検討項目

計算値

ｑ(kN/m2)

地盤反力度 安全率

Fs

一軸圧縮強度

ｑuf(kN/m2)
備考

盛土直下
常時 3.0

地震時 2.0

基礎直下
常時 3.0

地震時 2.0

必要粘着力

C(kN/m2)

C=quf/2

277.74

272.38

234.37

216.94

840

550

710

440

420

275

355

220

※施工時に支持地盤の調査を行い、必要地耐力が確保されているか確認すること。 

地盤改良検討

※施工時に支持地盤の調査を行い、必要地耐力が確保されているか確認すること。 

実施設計図

13        12



地内宮之城薩摩
郡　　 　  町
市　  　　 村

国道504号　宮之城道路
河 川 　

名

図面番号

縮　　尺

図面種類

工事箇所

路 線 　

工 事 名

鹿　児　島　県

全　　  　　葉　　第        号

さつま

道路改築工事（宮之城道路）

標準断面図
(A1)S=1:100,(A3)S=1:200

550 3500 550

4600

100 4600 100

4800

2
5
0

2
0

5
0
0

6
0
0

6
0
0
0

4
9
0
0

2
1
1
0

2
0

2
0

1
8
8
0

1
9
9
0

6
0
2
0

下部部材:11,220kg/m

側壁部材:2,590kg/m

上部部材:10,070kg/m トラッククレーン
(160t吊)

単位：t

枠組足場

(A1)S=1:200,(A3)S=1:400

佐志IC背面BOX［NO.286+4.5］
函渠工架設参考図

佐志IC跨道橋背面 ボックスカルバート［NO.286+4.5］
函渠工架設参考図
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0
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.
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K
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1
-
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=
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1 66 -4 2- 56

U30
0

電話柱

案

街灯

電話柱

電話柱

電力柱

DT-3

58.752

58.808

58.955

60.349

58.707

58.756

58.621

58.849

59.045

58.720

58.223
57.761

58.962

59.006

59.158

59.063

58.858

58.604

58.699

58.190

58.750

59.002

58.892

58.592

58.827

58.843

58.574

58.705

No289 BP

+
1
2
.
8
0

No288

NO285

1
.
5
%

21
.2
%

1

2

3

▽59.114

▽59.136

BP

BC.
1

SP
.1

EC
.1

BC
.2

EC.2

EP

NO.
1

NO
.2

N
O
.
3

NO.3+14.00

NO.4

NO.4+12.50

NO.5+12.50

NO.6

IP.2

IP
.1

NO.3+11.50

NO.5

NO.5+2.50

EC.3

IP.3

BC.3

58.28

57.91

57.68

57.45

57.23

57.70

56.70

58.23

58.62

58.20

58.07

57.64

57.83

57.43

59.13

58.76

57.45

58.25

57.72

58.71

57.76

57.66

57.41

57.44

57.46

57.4657.46

57.24
57.73

57.75

59.19 59.16

59.23

58.86

58.82

58.74

58.13

57.76

57.76

58.40

DT-3

No
.0

R=200

N
o
.1

No
. 3

R=198

N
o
.
2

N
o.

4

N
o.

3

A=
36

R=200

N
o
.
2

No
.4

+1
4.
00

+1
3.

00

+3
.6
0

NO
.3

+1
.2
3

NO
.4

NO
.2

NO
.5

BC
.2

+3
.6
0

EC
.1

+5
.9

+
9
.5

+3
.0

+1
7.

0

R=5
0

NO
.28

5

(横断図より)

NO286

NO287

31
×
10
00
=3
10
00

枠組足場

作
業

半
径

R
=
2
0
m

(A1)S=1:200,(A3)S=1:400

重量(kg)

10,070

11,220

2,590

26,470

(製品長 L=1.000mあたり)参考重量

1 上部部材

2 下部部材

3 側壁部材

合計（    +    +    ×2）1 2 3

準 備 工

地盤改良工

基 礎 工

敷 設 工

機械式継手連結工

目 地 工

・型枠工
・基礎コンクリート工
・定規工
・養生工

・本体の芯出し、敷設
・本体上部・下部の接合
・延長方向の縦締めPC連結

・機械式継手用モルタル充填

作 業 工 程

・土工（床掘）

トラッククレーン能力表(160t吊)

作業半径

ブーム
50.0m

30.0

30.0

13.5

28.5

24.6

20.8

16.7

10.0m

11.0m

16.0m

12.0m

14.0m

40.9m

37.3

34.6

12.7

32.1

25.4

19.9

15.9

31.8m

44.8

37.7

32.2

24.3

18.9

14.9

22.7m

42.4

35.4

30.1

22.3

17.1

18.15m

43.4

36.4

31.1

13.6m

45.1

20.0m

18.0m

38.2

23.3

18.1

13.1

10.0 11.7

45°30°
最小ブーム

角度
10° 15°- 5°

※想定車両：NK-1600-v
　カウンタウェイト重量7t
　ブーム性能 D

実施設計図 参考図
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